
 

令和６年度 自己評価・学校関係者評価報告書 

学校法人豊国学園  門司瞳幼稚園 

１．本園の教育目標 

  明るく元気なこども 

  よく考え工夫するこども 

  思いやりのあるやさしいこども 

  友だちとなかよく、きまりをまもるこども 

  最後までがんばるこども 

２．本年度の重点的に取り組む目標・計画 

  ・本園の教育目標の共通理解を深め、一人一人の幼児を大切にした教育の実践を目指す。 

  ・園児の安全管理に十分配慮する。 

３．評価項目の達成及び取組状況  

  A-十分に成果があった。B-成果があった。C-少し成果があった。D-成果がなかった。 

４．幼稚園評価の具体的な目標の総合的な評価結果 

 

５．今後取り組む課題 

６．学校関係者評価委員会の評価 

  園児がのびのびと楽しく学んでいる姿が見られ、あいさつもしっかりとできる指導がなされていると見受

けられる。 行事対応も十分なされていることがよかった。 

学校関係者評価委員              

 

学校関係者評価委員                

委員会実施日  令和 ７年  ３月 ３１日  

  評価項目  取り組み状況 

教育課程を見直

し改善を図る 

C 

 

教育課程のねらい内容を見直し、教職員が幼児の姿や遊びの記録をもとに 

問題点を見出し、改善していく。 

教師のとしての

資質や保育向上 

C 

 

幼児の姿を個別に観察し、興味関心に基づき、学年に合わせた計画を 

策定するように心がけた 

年長組はあいさつをすることを目標に定め様々な場面での対応に努めた。 

行事への取り組

み 

B 園外活動を多く取り入れ五感を刺激することが出来た。各行事では保護者に

も子ども達の成長を見てもらえた。 

評価 理由 

C 
園外活動を多く取り入れたことで、実際に体験しながら学ぶ教育ができた。日々の生活の中で

１人１人の個性を大切にする教育を実践し、職員間で話し合いをするように努めた。しかし、

職員全体での話し合いをする時間を確保するのが難しかった。 

課題 具体的な取り組み方法 

指導計画 クラス毎に教育指導要領の「10 の姿」を基にした年間目標・年間予定を定め、 

時間割、指導計画を作成し、保護者に周知する。 

安全管理 衛生面、施設など、職員間で安全管理の共通理解を深めるため、話し合いの機会

を増やしマニュアルの改善を図る。 

保護者との連携 保護者にクラスの目標を理解いただき、子ども達の成長を共に見守る。 

行事の見直しや改善に努める。 


